
資料４－２ 
令和 7 年度 相談支援事業所訪問 報告書              墨田区障害者基幹相談支援センター 

実施時期 令和 7 年 9月～令和 8年 1 月 
訪問事業所数 12 事業所（区内 15 事業所中）  ※未実施３事業所は８年度訪問予定 
訪問者 基幹相談支援センター（委託業務）  「はるたか会」 藤井・三浦 

相談支援員配置数 常勤：２３名 
（休職・事務 4名含む）→実働 19 名 

非常勤：3名       

プラン作成数（者） 約９００件 
プラン作成数（児） 約７０件 
事業所の特徴 

 
 

ほとんどの事業所が別事業の運営や経験があり、連携やスキルを活用している。
（通所、訪問看護、生活困窮、居住支援、就労、介護保険、医ケア、ヘルパー（居
宅介護等）、クリニック、グループホーム、地域活動支援 など） 

 
 
 
 

 
地域課題 

・社会資源の不足（居場所、ピアサポート、リワーク支援等） 
・サービス提供事業所（特にヘルパー、短期入所、グループホーム）の不足 
・ライフステージの移行時における連携、引継ぎのわかりにくさ 
（児童→成人→介護保険） 

・緊急時の対応（ネットワーク、連携体制）が不足 
・自立支援協議会との連携強化 
・児童のセルフプラン率の高さ 
・外国の方が増え、言語や価値観、ルールの違い等による対応の難しさ 
 
 
 
 

 
その他 

 

 


